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　鹿部小学校入学式が４月７日に執り行われ、

今年は男子１９名、女子１２名が入学しました。

　これから小学校生活を送る新１年生の皆さん

は、緊張した表情でお話しを聞いていましたが、

上級生の皆さんに温かく迎えられ笑顔がこぼれ

ていました。



鹿部町議会だより （２）

の
降
る
日
が
予
想
さ
れ
、
冬
道

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
除
排

雪
経
費
３
百
万
円
を
追
加
し
た

も
の
で
す
。

◆
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容
は
、
消
費
税
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
消

費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
に
引

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
使

用
料
等
へ
適
切
に
転
嫁
す
る
た

め
制
定
し
た
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
消
費
税
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
に

引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

水
道
使
用
料
等
に
係
る
消
費
税

率
の
改
正
の
た
め
一
部
改
正
し

た
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
　
年
８
月
に

２４

成
立
、
交
付
さ
れ
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
関
連
三
法
」
に
基
づ
き
、

平
成
　
年
度
か
ら
の
実
施
を
目

２７

指
す
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
　
年
　
月
　
日
付
け
で
専

２５

１２

２７

決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
５
千
円
を
追

１３

加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
７
千

３７

７
百
　
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

８９

　
内
容
は
、
去
る
　
月
　
日
に

１２

２６

七
飯
町
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
渡
島
地
区

予
選
に
お
い
て
、
３
年
生
男
子

が
全
道
大
会
へ
の
出
場
権
を
得

た
こ
と
か
ら
、
１
月
　
日
か
ら

１５

釧
路
市
で
開
催
さ
れ
た
全
道
大

会
へ
の
参
加
助
成
金
と
し
て
　１３

万
７
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告

の
承
認
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
　
年
２
月
　
日
付
け
で
専

２６

２１

決
処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
　
億
８
千
　

３７

８９

万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
２
月
　
日
時
点
で

２１

の
除
排
雪
稼
働
率
が
約
　
％
に

９５

達
し
、
今
後
も
湿
っ
た
重
い
雪

巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　平成２６年第１回定例会は、３月１１日に招集さ
れ、会期を４日間と決め、平成２６年度の町行政
執行方針及び教育行政執行方針が述べられ、そ
の後２名の議員が一般質問を行いました。今定
例会は、平成２６年度一般会計予算及び特別会計
予算等の議案５件について、議長を除く議員全
員で構成する予算審査特別委員会に付託され、
慎重な審査の結果いずれも原案どおり可決すべ
きものと決定され、委員長報告のとおり可決さ
れました。また、上記５件のほかに平成２５年度
各会計補正予算案など１９件の審議を行い、計２４
件全て原案のとおり承認、可決し、会期を１日
残して閉会しました。

増減率増減額２５年度２６年度
　　　　　　　　　　　年度別
会計別　　　　　　　　　　　

▲ １４．９％▲ ５０５，０００３，３８９，０００２，８８４，０００一 般 会 計

▲ ０．６％▲ ５，６９８９３３，６０１９２７，９０３国 民 健 康 保 険

特 別 会 計
３．９％１４，４８９３７３，８１９３８８，３０８介 護 保 険 事 業

２．９％１，２０３４１，１０１４２，３０４後期高齢者医療

０．７％９，９９４１，３４８，５２１１，３５８，５１５小　 　 計

▲ １．４％▲ １，８９９１４０，０８４１３８，１８５水 道 事 業 会 計

単位：千円

※水道事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

○ひまわり団地建設工事請負費の減
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

○一般廃棄物埋立処分地整備工事請負費の減
軸 雫宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍宍

主な減額内容

表１

　一般会計の当初予算規模は、前年度当初予算
対比で５億５００万円（１４．９％）の減となりました。
減額の主な内容は下記のとおりです。
　各会計予算については、表１のとおりです。
また、平成２６年度予算の概要については、広報
しかべ４月号に掲載しておりますので省略いた
します。

承

認

条

例
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定
　
例
　
会

新
制
度
」
の
準
備
の
た
め
、
本

町
に
お
い
て
も
子
育
て
支
援
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
、
か
つ
、

計
画
的
な
推
進
に
関
す
る
事
項

を
調
査
、
審
議
す
る
た
め
の
組

織
を
鹿
部
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
と
し
て
設
置
す
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◆
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
に
つ
い
て
、
鹿
部
町
学
校

支
援
実
行
委
員
会
委
員
を
削
除

し
、
前
項
の
鹿
部
町
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例
に
規
定
す
る

委
員
を
追
加
す
る
改
正
で
す
。

◆
鹿
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
の
累
積
赤
字

が
平
成
　
年
度
末
に
１
億
６
千

２４

万
円
に
達
し
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政

健
全
化
を
図
り
、
安
定
し
た
事

業
運
営
を
行
う
た
め
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
鹿
部
町
社
会
教
育
委
員
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
国
の
第
三
次
一
括

法
に
よ
り
社
会
教
育
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
で
定
め
て
い
た
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
の
基
準
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◆
鹿
部
町
山
村
広
場
設
置
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
山
村
広
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
町
外
者
の
利
用
に
つ
い

て
有
料
化
と
す
る
改
正
で
す
。

　
料
金
は
、
１
時
間
に
つ
き
１

千
６
百
　
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２０

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２５

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
千
百

１
万
２
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
　
億
８
千
９
百
　
万
１
千

３６

８８

円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
も
の
で
、
工
事
請
負
費
等
の

入
札
減
及
び
各
科
目
の
執
行
見

込
に
よ
る
減
額
が
主
な
も
の
で

す
。
　
一
方
追
加
は
、
灯
油
単
価
等

の
高
騰
に
よ
る
各
施
設
等
の
燃

料
費
合
計
２
百
６
万
４
千
円
が

主
な
も
の
で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
国
民
健

２５

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
百
　９１

万
７
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
　
億
５
百
　
万
６
千
円
と
し

１１

７２

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
精
査
に
よ
る

執
行
見
込
の
減
額
が
主
な
も
の

で
す
。

　
一
方
追
加
は
、
一
般
被
保
険

者
療
養
給
付
費
８
百
　
万
１
千

３２

円
、
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養

費
２
百
　
万
３
千
円
の
追
加
で

３０

す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２５

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
保
険
事
業
勘
定
で
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
５
百
　
万
７９

３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

２
億
９
千
７
百
　
万
５
千
円
と

９３

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
執
行
見
込
の
減
額
が
主
な
も

の
で
す
。

　
一
方
追
加
は
、
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料
　
万
６
千

７４

円
の
追
加
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
で
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
円
を

２９

減
額
し
、
予
算
総
額
百
　
万
７

１０

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
介
護
予
防
支
援
事

業
委
託
料
　
万
８
千
円
の
減
、

３８

一
般
会
計
繰
出
金
９
万
８
千
円

の
追
加
で
す
。

◆
平
成
　
年
度
鹿
部
町
後
期
高

２５

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
１

１８

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
４

千
百
　
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

２７

　
内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
執
行
見
込
の
減
額
が
主
な
も

の
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
ひ
ま
わ
り
団
地
Ｂ
棟

新
築
工
事
（
建
築
主
体
）
）

【
工
事
名
】

　
ひ
ま
わ
り
団
地
Ｂ
棟
新
築
工

事
（
建
築
主
体
）

【
契
約
金
額
】

　
４
億
４
千
８
百
　
万
円

２０

【
契
約
の
相
手
方
】

　
森
川
・
星
組
渡
辺
・
佐
藤
工

務
店
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
ひ
ま
わ
り
団
地
Ｂ
棟

新
築
工
事
（
機
械
設
備
））

【
工
事
名
】

　
ひ
ま
わ
り
団
地
Ｂ
棟
新
築
工

事
（
機
械
設
備
）

【
契
約
金
額
】

　
７
千
７
百
　
万
円

２２

【
契
約
の
相
手
方
】

　
昭
栄
設
備
工
業
株
式
会
社

◆
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
現
在
本
町
に
お
い

て
、
し
か
べ
間
歇
泉
公
園
周
辺

整
備
基
本
構
想
が
策
定
中
で
あ

り
、
議
会
に
お
い
て
も
こ
れ
に

対
処
し
、
観
光
振
興
の
推
進
を

図
る
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

【
名
称
】

　
観
光
開
発
特
別
委
員
会

【
設
置
の
理
由
】

　
し
か
べ
間
歇
泉
公
園
周
辺
整

備
等
調
査
の
た
め

【
構
成
人
員
】

　
議
長
を
除
く
全
員

【
活
動
期
間
】

　
調
査
が
終
了
す
る
ま
で
、
ま

た
、
議
会
閉
会
中
も
継
続
し
調

査
等
を
行
う
。

 

補

正

予

算

契

約

発

議
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定

例

会

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

◆
資
源
ご
み
及
び
し
尿
等
の
処

理
に
係
る
森
町
へ
の
事
務
委

託
に
つ
い
て

　
本
町
の
資
源
ご
み
及
び
、
し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
例
年
森
町
へ
委
託
し

て
お
り
、
平
成
　
年
度
に
つ
い

２６

て
も
森
町
へ
委
託
す
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も

の
で
す
。

◆
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締

結
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
平
成
　
年
第
４
回

２５

定
例
会
に
お
い
て
可
決
し
た
、

「
鹿
部
町
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
係
る
議
会
の
議
決
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
函
館
市
を

中
心
市
と
し
て
協
定
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
本
町
が
加
入
し
て

い
る
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
に
お
い
て
、
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
変
更
が
あ

り
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
組
合
組
織
団
体
の
協
議
が

必
要
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

【
以
上
　
件
原
案
ど
お
り
可
決
】

２４

　
昨
年
３
月
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス

の
取
付
け
道
路
に
つ
い
て
質
問

致
し
ま
し
た
が
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
か
ら
の
提
言
を
含
め

内
容
を
精
査
し
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
、
お

伺
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
道
路
と
し
て
考

え
た
場
合
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス
の

街
路
灯
が
不
足
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
お
伺

い
致
し
ま
す
。

　
昨
年
の
第
１
回
議
会
定
例
会

で
川
村
議
員
か
ら
質
問
を
受
け
、

議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、

津
波
避
難
計
画
の
策
定
を
委
託

し
て
い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
か
ら
の
提
言
を
含
め
、
精
査
、

検
討
す
る
旨
の
答
弁
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
取
付
け
道
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
津
波
避
難
計
画
を
策
定
し

た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら

具
体
的
な
取
付
け
箇
所
に
つ
い

て
の
提
言
は
受
け
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
津
波
災
害
に
よ
り
、
町

内
全
体
で
保
有
す
る
軽
四
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
を
含
む
す
べ
て
の
車

両
で
一
斉
に
避
難
し
た
場
合
に
、

渋
滞
あ
る
い
は
混
雑
す
る
状
況

の
予
測
解
析
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
解
析
に
よ
り
ま
す
と
、

字
鹿
部
の
町
道
水
源
地
道
路
線

の
現
国
道
か
ら
鹿
部
バ
イ
パ
ス

ま
で
の
間
、
字
本
別
の
町
道
本

別
４
号
線
、
こ
の
町
道
は
、
現

国
道
と
鹿
部
バ
イ
パ
ス
の
間
に

２
本
の
道
路
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
路
線
が
渋
滞
を
す
る
と

い
う
予
測
調
査
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
鹿
部
バ
イ
パ
ス
に

係
る
取
付
け
道
路
に
つ
き
ま
し

て
は
、
防
災
の
面
だ
け
で
は
な

く
交
通
の
利
便
性
の
向
上
や
産

業
、
観
光
の
振
興
の
面
か
ら
も

整
備
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
平
成
　
年
度
、

２３

　
年
度
で
取
付
け
道
路
の
概
略

２４調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
調
査
か
ら
取
付
け
道
路
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
鹿
部
町
道
路

整
備
計
画
に
取
付
け
道
路
の
整

備
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、

実
際
に
整
備
に
至
る
ま
で
に
は

相
当
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
を
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス
の
街

路
灯
の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
に
関
し
ま
し
て
は
、
平

成
　
年
２
月
に
実
施
し
た
津
波

２５
避
難
計
画
に
係
る
住
民
説
明
会

に
お
い
て
、
多
く
の
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
３
ヵ
月

後
の
５
月
に
は
、
函
館
開
発
建

設
部
に
対
し
て
街
路
灯
の
設
置

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
要
望
書
は
、
鹿
部
バ
イ

パ
ス
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
照
明

の
設
置
を
お
願
い
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、

鹿
部
バ
イ
パ
ス
の
街
路
灯
は
、

常
路
川
付
近
、
渡
島
リ
ハ
ビ
リ

前
交
差
点
、
道
道
交
差
点
、
旧

湧
水
園
付
近
の
主
要
な
交
差
点

４
箇
所
に
道
路
照
明
施
設
設
置

基
準
・
同
解
説
に
基
づ
き
、
函

館
開
発
建
設
部
が
設
置
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
連
続
照
明

を
設
置
す
る
区
間
と
し
て
は
交

通
量
及
び
歩
行
者
数
等
か
ら
該

当
し
な
い
と
の
回
答
を
頂
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し

■
鹿
部
町
道
路
整
備
計
画
に

取
付
け
道
路
の
整
備
を
盛

り
込
ん
で
い
る
が
、
整
備

に
至
る
ま
で
は
相
当
な
時

間
が
か
か
る
。

■
街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
函

館
開
発
建
設
部
へ
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
が
、
改

め
て
強
く
要
望
す
る
。

　
（
答
弁
者
）

川
　
村
　
　
茂
　
町
長

そ

の

他

川村裕司　議員

鹿
部
バ
イ
パ
ス
の
取
付

け
道
路
等
に
つ
い
て

鹿部バイパス街路灯（本別入口鹿部バイパス街路灯（本別入口））



鹿部町議会だより（５）

一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

か
し
な
が
ら
、
今
後
連
続
照
明

を
必
要
と
す
る
特
別
な
状
況
等

と
な
っ
た
場
合
は
、
協
議
に
応

じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。　

町
と
致
し
ま
し
て
は
、
先
程
の

４
箇
所
以
外
の
既
存
の
取
付
け

道
路
と
の
交
差
点
、
具
体
的
に

は
、
町
道
水
源
地
道
路
線
、
宮

浜
道
路
線
、
留
の
沢
線
、
本
別

４
号
線
２
箇
所
の
計
５
箇
所
の

交
差
点
部
分
の
街
路
灯
の
設
置

に
つ
い
て
改
め
て
要
望
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
駒
ヶ

岳
噴
火
を
考
え
れ
ば
、
第
一
次

避
難
区
域
で
あ
る
字
本
別
地
区

の
照
明
設
備
の
整
備
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

私
と
し
て
は
、
今
後
も
函
館
開

発
建
設
部
に
対
し
強
く
要
望
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら

３
年
を
迎
え
ま
す
。
最
近
テ
レ

ビ
で
も
良
く
や
っ
て
ま
す
が
、

普
通
の
場
所
か
ら
見
る
と
川
沿

い
の
方
が
何
倍
も
被
害
に
遭
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
辺
を
考
え

て
取
付
け
道
路
を
考
え
て
頂
き

た
い
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
か
ら
、
も
う
少
し
進
ん

だ
意
見
が
欲
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
町
政
執
行
方
針
の
中
で
も
お

っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

看
板
も
町
独
自
で
付
け
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
街
路
灯
で
す
が
、
北
海
道
開

発
建
設
部
と
の
や
り
と
り
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
避
難
道
路

と
し
て
考
え
た
場
合
に
は
、
も

っ
と
積
極
的
に
多
く
の
街
路
灯

を
付
け
て
頂
け
れ
ば
町
民
も
安

心
し
て
避
難
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

３
年
を
経
た
と
い
う
こ
と
で
、

映
像
を
見
ま
す
と
川
村
議
員
言

わ
れ
る
よ
う
に
川
沿
い
等
の
部

分
は
、
被
害
が
甚
大
で
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
部
分
は
道
路
整
備
計

画
の
中
で
十
分
に
検
証
を
行
っ

て
参
り
ま
す
が
、
取
付
け
道
路

は
場
所
に
よ
っ
て
は
、
時
間
、

ま
た
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
精
査
を
し
て
優
先
順

位
を
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
看
板
の
関
係
で
す
が
、
新
年

度
予
算
に
盛
り
込
ん
で
あ
り
ま

す
が
、
川
村
議
員
が
言
わ
れ
て

い
る
箇
所
に
設
置
す
る
か
は
現

在
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ

の
看
板
類
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
道
路
で
あ
り
ま
す
の
で

し
っ
か
り
や
っ
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
街
路
灯
の
関
係
で
す
が
、
で

き
れ
ば
開
発
建
設
部
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
色
々
と
協
議

し
て
お
り
ま
す
が
、
基
準
に
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
先
程
の

５
箇
所
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
ま
た
要
望
す
る
中
で

更
に
し
っ
か
り
と
要
望
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、
出
来
澗
本
別
地
区
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
津
波
だ
け

で
は
な
く
駒
ヶ
岳
噴
火
の
部
分

も
あ
り
ま
す
の
で
、
北
海
道
開

発
建
設
部
の
方
が
駄
目
だ
と
言

っ
て
も
、
鹿
部
町
と
し
て
必
要

で
あ
れ
ば
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
に
な
っ
て
来
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
街
路

灯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
額
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
精
査
し
な
が
ら
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

川
　
村
　
裕
　
司
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
　
村
　
　
茂
　
町
長

　
人
口
の
減
少
に
つ
き
ま
し
て

は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
各

地
で
様
々
な
対
策
を
試
み
る
姿

が
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
５
年
前
と

比
較
し
て
、
人
口
が
３
９
３
人

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
、
お
伺
い
致
し
ま

す
。

　
ご
質
問
は
、
人
口
減
少
対
策

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
人
口
の

減
少
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
は
大
変
重
要

な
政
策
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
政
策
分
野
は
多
岐
に
わ
た

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
本
町
の
人
口
で
あ
り

ま
す
が
、
昭
和
　
年
を
ピ
ー
ク

６０

に
緩
や
か
な
減
少
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
５
年
前
と
比
較
し
て
、
３
９

３
人
の
減
少
で
８
．　

％
の
減

３６

少
率
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
内
の
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
国
の
研
究
機
関
で
あ

る
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
日
本
の
将
来
推
計
人

口
の
最
新
デ
ー
タ
平
成
　
年
１

２４

月
推
計
で
は
、
平
成
　
年
の
国

２２

勢
調
査
に
お
け
る
人
口
１
億
２

千
８
百
６
万
人
が
、
今
後
、
人

口
減
少
過
程
に
入
る
見
込
み
を

し
て
お
り
、
平
成
　
年
で
は
１

４２

船橋敦子　議員

人
口
の
減
少
に
つ
い
て

■
第
５
次
鹿
部
町
総
合
計
画

に
お
い
て
平
成
　
年
度
か

２５

ら
５
ヶ
年
で
雇
用
、
移
住

定
住
対
策
の
検
討
整
備
を

行
い
、
人
口
の
減
少
を
食

い
止
め
る
対
策
を
進
め
る
。

■
子
育
て
世
帯
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
幼
稚
園
の
預

か
り
保
育
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

安
心
し
て
遊
ば
せ
ら
れ
る

広
場
、
公
園
の
充
実
な
ど

を
実
施
。

　
（
答
弁
者
）

川
　
村
　
　
茂
　
町
長
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一
　
　
般
　
　
質
　
　
問

億
１
千
６
百
　
万
人
で
１
千
百

６２

　
万
人
の
減
、
平
成
　
年
で
は

４４

６０

１
億
人
を
割
っ
て
９
千
９
百
　１３

万
人
に
な
る
も
の
と
推
計
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
昨

年
策
定
し
た
第
５
次
鹿
部
町
総

合
計
画
に
お
い
て
、
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
策
定
審
議
会
か
ら
、

住
み
た
い
、
住
み
続
け
ら
れ
る

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
よ
う
に
答
申
を
頂
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け

ま
し
て
、
重
点
プ
ラ
ン
の
３
つ

の
柱
で
あ
り
ま
す
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
て
、
雇
用

の
拡
大
・
起
業
・
定
住
の
促
進

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

し
て
、
前
期
計
画
の
平
成
　
年
２５

度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
５

２９

ヶ
年
で
雇
用
や
移
住
定
住
施
策

の
検
討
整
備
を
行
い
、
人
口
の

減
少
を
食
い
止
め
る
対
策
を
進

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
が
町
外

に
流
出
し
な
い
よ
う
、
共
働
き

な
ど
に
よ
っ
て
就
学
前
に
子
供

を
保
育
で
き
な
い
方
に
、
近
隣

市
町
の
保
育
園
利
用
の
支
援
や

新
た
な
児
童
福
祉
施
策
と
し
て
、

総
合
こ
ど
も
園
の
検
討
も
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
の
本
町
の
取
組

状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
目

と
し
て
平
成
　
年
度
か
ら
幼
稚

２０

園
の
預
か
り
保
育
の
実
施
、
ま

た
二
つ
目
と
し
て
平
成
　
年
度

２０

か
ら
医
療
費
の
無
料
化
を
小
学

校
就
学
前
ま
で
を
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
、
ま
た
三
つ
目
と
し

て
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が

で
き
る
広
場
・
公
園
の
充
実
な

ど
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、

人
口
の
減
少
は
難
し
い
課
題
で

は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
対
策
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
お
り

ま
す
。

　
今
の
答
弁
の
と
お
り
、
人
口

減
少
の
問
題
と
い
う
の
は
特
効

薬
な
ど
が
無
く
、
町
政
執
行
方

針
に
あ
っ
た
と
お
り
妊
娠
と
共

に
検
診
の
無
料
化
な
ど
、
本
当

に
様
々
な
対
策
が
執
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
尚
且
つ
こ
の
よ

う
な
結
果
と
い
う
こ
と
は
、
本

当
に
難
し
い
問
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
の
動
向
で
す
が
、

本
町
の
傾
向
と
致
し
ま
し
て
も
、

広
報
し
か
べ
の
数
値
で
す
が
、

平
成
　
年
か
ら
　
年
ま
で
の
間

２１

２６

に
３
９
３
人
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
転
出
数
は
２
７
６
人
に

な
り
ま
す
。
転
出
は
個
々
の
問

題
で
あ
る
の
で
、
難
し
い
問
題

と
思
い
ま
す
が
、
住
み
た
い
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
数

値
に
対
し
て
意
識
し
直
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
注
視
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　
全
国
的
に
人
口
が
減
少
傾
向

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
難
し
い

問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
、
住
ん
で
も

ら
い
た
い
、
住
み
続
け
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

町
の
産
業
形
態
と
い
う
の
も
一

つ
の
大
き
な
部
分
が
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
リ
ゾ
ー
ト
地
区
に
約
５

３
０
名
の
方
々
が
住
ん
で
お
ら

れ
ま
す
が
、
元
々
の
鹿
部
町
の

人
口
の
減
少
は
続
い
て
お
り
、

そ
の
現
象
を
緩
や
か
に
し
て
い

る
の
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
方
々
の

人
口
増
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
の
減
少
の
部
分
を
引
き
上
げ

る
の
は
至
難
の
業
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
現
在
、
住
ん
で
い
る
方
が
、

住
ん
で
い
た
い
、
住
み
続
け
た

い
と
い
う
魅
力
づ
く
り
が
第
一

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
漁
業
だ
け
で
は

な
く
、
観
光
的
な
部
分
の
推
進

に
現
在
力
を
入
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
拡
大
し
て
や
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
言
っ
た
こ
と
が
答
え
に

な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
も
職
員
共
々
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
子
育
て
支
援
等
も

含
め
た
中
で
検
討
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

■
再
質
問
、
再
々
質
問
の
要

約
。

　
（
質
問
者
）

船
　
橋
　
敦
　
子
　
議
員

■
再
答
弁
、
再
々
答
弁
の
要

約
。

　
（
答
弁
者
）

川
　
村
　
　
茂
　
町
長
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委

員

会

の

活

動

◇
民
生
文
教
構
成
委
員

　
委

員

長
　
浦
　
　
梅
吉

　
副
委
員
長
　
川
村
　
裕
司

　
委
　
　
員
　
中
川
　
　
一

　
委
　
　
員
　
竹
ケ
原
公
勝

　
委
　
　
員
　
野
田
　
重
毅

◇
調
査
事
項

　
鹿
部
町
い
こ
い
の
湯
の
管
理

及
び
運
営
に
つ
い
て

◇
調
査
年
月
日

　
平
成
　
年
２
月
７
日

２６

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
提
出
さ
れ
た
関

係
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

◇
調
査
結
果

　
鹿
部
町
い
こ
い
の
湯
は
、
満

　
歳
以
上
の
町
内
在
住
者
で
あ

６０り
、
１
日
百
円
の
利
用
料
を
払

う
こ
と
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
連
日
多
く
の
町
民
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
、
以

前
あ
っ
た
鹿
部
町
老
人
い
こ
い

の
家
が
鹿
部
バ
イ
パ
ス
２
７
８

号
の
建
設
に
伴
い
移
転
新
築
し

た
も
の
で
、
平
成
　
年
　
月
　

１８

１２

２０

日
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
　
当
該
施
設
の
管
理
だ
が
、
施

設
職
員
に
関
し
て
は
管
理
会
社

に
委
託
し
て
お
り
、
ま
た
、
毎

年
ボ
イ
ラ
ー
の
保
守
点
検
、
水

質
検
査
、
内
装
管
洗
浄
委
託
等

を
実
施
し
施
設
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
維
持
補
修
に
関

し
て
は
、
随
時
故
障
箇
所
の
修

繕
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
供
用

開
始
か
ら
７
年
経
過
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
年
々
修
繕
料
は

増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　
運
営
状
況
は
、
毎
年
約
２
万

５
千
人
の
利
用
者
が
あ
り
、
約

百
　
万
円
の
利
用
料
収
入
と
な

８０
っ
て
い
る
。
平
成
　
年
度
に
つ

２５

い
て
は
臨
時
休
館
が
続
い
た
こ

と
も
あ
り
、　

月
末
ま
で
を
前

１２

年
度
同
月
と
比
較
す
る
と
約
千

３
百
人
の
減
、
利
用
料
で
約
　１４

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
臨
時
休
館
だ
が
、

年
間
で
３
回
、
計
　
日
と
供
用

２９

開
始
以
来
最
多
の
臨
時
休
館
日

数
と
な
っ
て
お
り
、
１
回
目
は

７
月
に
４
日
間
、
２
回
目
は
　１０

月
に
５
日
間
、
３
回
目
は
　
月
１１

か
ら
　
月
に
か
け
て
　
日
間
と

１２

２０

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
貯
湯

槽
（
泉
源
か
ら
来
た
お
湯
を
一

時
貯
め
て
お
く
場
所
）
の
湯
量

の
減
少
や
、
貯
湯
槽
内
が
空
に

な
っ
た
こ
と
で
臨
時
休
館
と
し

て
お
り
、
そ
の
都
度
業
者
へ
依

頼
し
点
検
や
調
査
を
行
い
対
応

し
て
き
て
い
る
が
、
原
因
の
特

定
は
難
し
く
、
可
能
性
の
範
囲

で
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年

３
回
目
の
際
に
は
、
２
百
　
万
３８

３
千
５
百
円
の
補
正
予
算
を
専

決
処
分
し
、
泉
源
の
浚
渫
工
事

を
行
っ
て
復
旧
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
鹿
部
町
い
こ
い
の
湯
は
、
町

民
の
健
康
維
持
増
進
と
福
祉
の

向
上
及
び
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
の
憩
い
の
場
所
で
あ
り
、

こ
の
施
設
が
長
期
休
館
と
な
る

こ
と
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
繋
が
る
。
供
用
開
始
か
ら

７
年
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
機

械
設
備
等
の
突
発
的
な
故
障
は

今
後
も
出
て
く
る
こ
と
と
思
わ

れ
、
ま
た
、
そ
の
他
の
も
の
が

原
因
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
現

在
も
早
急
に
対
応
し
て
い
る
が
、

よ
り
詳
細
な
保
守
点
検
等
を
実

施
し
て
施
設
の
維
持
管
理
の
徹

底
を
図
り
、
長
期
休
館
と
な
ら

な
い
た
め
の
努
力
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

民民
生生
文文
教教
常常
任任
委委
員員
会会

所所
管管
事事
務務
調調
査査

いこいの湯泉いこいの湯泉源源
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　２９日　社会福祉法人渡島福祉会理事会 （議長）

　４日　衆議院議員前田一男新春の集い （議長）
　５日　渡島廃棄物処理広域連合議会第１回定例会

 （関係議員）

　７日　民生文教常任委員会所管事務調査

 （関係委員）

　　　　北海道議会議員冨原亮新春の集い

 （議長）

　１４日　南渡島消防事務組合議会第１回定例会

 （関係議員）

　　　　おおさか誠二新春の集い （議長）

　２１日　第１回議員全員協議会 （全議員）

　２８日　南渡島消防事務組合議会第１回臨時会

 （関係議員）

　６日　社会福祉法人渡島福祉会評議員会

 （議長及び関係議員）

　７日　議会運営委員会 （関係委員）

　　　　函館鹿部会親睦会 （議長）

　１１日　第１回定例会（１日目） （全議員）

　１２日　予算審査特別委員会（１日目） （全議員）
　１３日　予算審査特別委員会（２日目） （全議員）
　　　　第１回定例会（２日目） （全議員）

　１４日　鹿部中学校卒業式 （議長）

　１８日　鹿部小学校卒業式 （議長）

　１９日　しかべ幼稚園卒園式 （議長）

　２５日　社会福祉法人鹿部町社会福祉協議会評議員会

 （議長）

　２６日　教職員合同送別会 （議長ほか議員）

　７日　小学校入学式 （議長ほか議員）

　　　　中学校入学式 （議長ほか議員）

　８日　幼稚園入園式 （議長ほか議員）

　　　　林野火災予消防対策協議会 （議長）

　９日　交通安全キャラバン隊来町 （議長）

　１４日　ひまわり団地Ｂ棟新築工事安全祈願祭

 （議長ほか議員）

　１６日　議会運営委員会 （関係委員）

　１８日　議会運営委員会 （関係委員）

　　　　第１回臨時会 （全議員）

　　　　町内会連合会総会 （議長）

　２１日　南渡島消防事務組合議会第２回臨時会

 （関係議員）

　２４日　鹿部ロイヤルホテルリニューアルレセプション

 （全議員）

　２８日　渡島廃棄物処理広域連合議会第１回臨時会

 （関係議員）

　３０日　鹿部町交通推進委員会常任委員会及び総会

 （議長ほか関係議員）

１月

２月

３月

４月

平成２６年２月～平成２６年４月　本会議及び各委員会等の出席状況
（○は出席、×は欠席、△は遅刻・早退、―は該当なし）

中
川
　
　
一

佐
藤
　
頼
幸

船
橋
　
敦
子

川
村
　
裕
司

野
田
　
重
毅

盛
田
　
鐵
次

朝
井
　
翔
二

吉
　
　
英
樹

浦
　
　
梅
吉

竹
ヶ
原
公
勝

会　　　議

○――○○―――○○民生文教常任委員会所管事務調査（２／７）

○○○○○○○○○○平成２６年第１回議員全員協議会（２／２１）

―○―○○―――○○議会運営委員会（３／７）

○○○△○○○○○△平成２６年第１回定例会（１日目、３／１１）

○○○○○○○○○○平成２６年予算審査特別委員会（１日目、３／１２）

○○○○○○○○○○平成２６年予算審査特別委員会（２日目、３／１３）

○○○○○○○○○○平成２６年第１回定例会（２日目、３／１３）

―○―○――――○○議会運営委員会（議会だより編集　４／１６）

―○―○○―――○×議会運営委員会（４／１８）

○○○○○×○○○○平成２６年第１回臨時会（４／１８）


